
「あんき」に暮らせるまち 東浦「あんき」に暮らせるまち 東浦 第　 回
シリーズ
30

ふだんの くらしの しあわせを 守り支えるしくみ
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●問い合わせ　ふくし課　内線129

●対　象　歴史やふくし、森岡地区のくらしに関心がある方
　　　　　※森岡地区以外にお住まいの方も大歓迎！
●定　員　15名程度（先着順）
●参加費（当日徴収）　200円（お菓子、飲み物代）
●服　装　歩きやすい服装
●主　催　やくわりチーム
●申込み

９月５日（火）～22日（金）に①氏名②住所③電話番号を電話で問い
合わせ先へ

●問い合わせ　ふくし課　内線129 

と　き　10月17日㊋ 午前９時30分～午前11時30分

集　合　午前９時15分までに、森岡コミュニティセンターへ

　やくわりチームのメンバーを含む地元仲良し３人組「もりもりレディース」
が「れきし」「ふくし」「くらし」をテーマに森岡地区を案内します。

「れきし」…歴史散策
　　　　　→今川軍と織田・水野連合軍の戦いの跡をめぐる

「ふくし」…介護保険施設、保育園を学ぶ
　　　　　→町内福祉施設の方による施設紹介、サロン体験

「くらし」…森岡地域住民の生活を考えながらお話ししましょう。

重点プロジェクト

行ってみん、私のまちのふくし再発見
森岡編

もりもりレディースと行く
ぶいぶい探訪

もりもりレディースと行く ぶいぶい探訪

■重点プロジェクトとは？
　住民の皆さんやボランティア団体、福祉・医
療関係者などと行政・町社会福祉協議会が協力
して「ふくし」の視点から地域の課題を解決し
ていく住民参加型の９つの企画です。地域福祉
計画の策定委員を中心に「ほっとけん」「やくわ
り」「ささえあい」の３つのチームを立ち上げ、
プロジェクトの企画・運営を進めています。

森岡地区の村木砦の戦いで今川軍に勝利し
た水野・織田軍が酒盛りをした場所などを
巡ります！

社会福祉法人愛光園さんのご協力で、一部
区間はバスに乗車します。

もりもりレディース

小杉 啓子さん 辻 ちず子さん 宮池 始さん

見学ツアー参加者募集

やくわりチームから第２回見学ツアー開催決定！

　「地域の福祉施設や『ふくし』の視点からみた、おすすめスポットを
見る・知ることで、東浦のいいところを再発見するきっかけにした
い！」という思いから、住民参加型イベントを企画しました。

バスツアー気分も味わえるよ！
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　介護が必要になった場合、本人や
家族からの相談を受け、その方に適
切な、医療・介護サービスの調整な
どを行います。本人とその家族が、
住み慣れた自宅で、自分らしい生活
を続けるための支援を行います。

在宅医療ってなに？
病気になっても、できる限り住み慣
れた場所で、自分らしい生活を続け
るために、在宅医療という選択肢が
あります。在宅医療では医師の指示
のもと、それぞれの専門職が連携し
てサービス提供をしています。

在宅医療を支える
専門職を紹介！

介護が必要な方やそのご家族に身
近な存在がケアマネージャーです。
安心して生活ができるようにサポー
トしています。介護に関する困りご
とは、担当のケアマネジャーにご相
談ください！

＼ケアマネジャーに聞いてみた！／
在宅医療介護連携部会
居宅介護支援事業所　星の花　
ケアマネジャー
新美　あかりさん

ケアマネジャー
（介護支援専門員）

同志社大学社会学部教授
同志社大学インクルーシブ
防災研究センター センター長

立木 茂雄 氏
専門は福祉防災学・家族研究・
市民社会論。とくに大災害からの
長期的な生活復興過程の解明や、
災害時の要配慮者支援のあり方
など、社会現象としての災害に対
する防災学を研究。

●対　象　個別避難計画に関心がある方、福祉専門職の方
●定　員　200名（先着順）
●申込み　９月５日（火）～29日（金）に電話、ＦＡＸ、あいち電子申

請・届出システムまたは申込書を問い合わせ先へ
※申込書はふくし課または町内公共施設などで配布

●問い合わせ
　ふくし課　内線137　FAX 83-3912

10月7日㊏
午後１時30分～４時

と　き

文化センターところ

個別避難計画

講演会

高齢者や障がい者など、災害時にひとりで避難することが困難
な方（避難行動要支援者）について、誰が支援するか、どこに避
難するか、どのような配慮が必要かなどを１人ひとりが確認し、
それぞれの状況に合わせて作成する個別の避難計画のことです。

個別避難計画とは？

誰一人
取り残さない防災に向けて
わたしたちが身につけるべきこと

今から備えよう

引用：立木茂雄研究室 Ｔａｔｓｕｋｉ ＬＡＢ


